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1.は じ め に
名古屋市立大学看護学部 は、平成13年5月8日の第3
回教授会において、「自己点検 ・評価 ガイ ドライン検討
グループ」 か ら提案された、「看護学部 自己点検 ・評価
ガイ ドライ ン(以下、 ガイ ドラインとする)」を承認 し
た。ガイ ドラインには、自己点検 ・評価の理念に始まり、
教育 目標、入学者選抜、教育活動、研究活動等、多岐に
わたる点検 ・評価の項 目やその考え方が示 されている。










そ こで、 こうした考え方の もとに、「自己点検 ・評価ガ
イ ドライ ン検討グループ」が 「シラバス向上委員会」に
移行 し、教育活動、特 に授業の改善に取 り組むこととなっ
た。具体的には、①平成14年度からのシラバスの充実を
行 う、② シラバスの充実を受け、学生による授業評価を
行 う、 とい う2点が、 シラバス向上委員会に課せられた
当面の役割である。
本稿では、 これ ら2点 を中心とした教育活動の改善に
ついて、大学教育の基本的枠組みに立 ち返 り、ファカル
ティ ・ディベロップメン トと授業改善 などの基本をふま
え、看護学部 におけるシラバス向上および学生による授
業評価の方向性についてまとめた ものである。なお、本
















そのカ リキュラム作成に参画 し、で きあが ったカリキュ
ラムの中での担当科 目の教育目標をどのように達成する
かを考え、授業計画を立て、授業を実施するのである。




それであれば、大学 は私塾の集 まりとな ってしまい、組
織 としての体をなさないことになる12)。
3.フ ァカルテ ィ ・デ ィベロ ップ メン ト








いる(第2章 一1一(1)一2)一④ 「教員の教育内容 ・授
業方法の改善」)。
















教員の教育技法(学 修理論,授 業法,講 義法,討 論法,
学業評価法,教 育機器利用法,メ ディア ・リテラシー習
熟度)を 改善す るための支援 プログラム
カ リキュラム改善プロジェク トへの助成
教育制度の理解(学 校教育法,大 学設置基準,学 則,学
修規則,単 位制度,学 習指導制度)














1)フ ァカル テ ィ ・デ ィベ ロ ップ メ ン ト活動
フ ァ カ ル テ ィ ・デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト(Faculty
Development、以下FDと す る)は 、 大学 にお け る教
員 の諸活 動を真 に意味 あ る もの にす るための組 織体 的支
援 活動 を総括 す る概念 で あ り、個 々の大学教 員が所属大
学 における種 々の義務(教 育、研 究、管理、社会奉仕等)
を達成 す るために必要 な専 門的能力 を維持 し、改善 す る
た めのあ らゆる方策 や活動 であ る とされ る6)。
フ ァ カ ル テ ィ(faculty)には、 ① 能 力(ability,
mental　ability)、②(あ る学 部 の)教 授 団(teaching
staff　or　particular　university　division)、③(大 学
の)学 部(division　of　university)の3つの意 味 が あ
る7)。した が って、FDに お いて は、 まず、 教 員個 々人
が、 各 自の 自覚 に基 づ いて、 それぞ れの能力開発 を行 う
ことが核 にな る。 しか しなが ら、 フ ァカル テ ィには教授
団 や学部 とい う組織 を示 す意 味 もあ り、FDは 、個 人 の
努 力 に限定 され る もので はない。大学 または学 部が、組
織 と しての教育責 任 を果 たす た めに、構成員 の資質 ・能
力の向上 を、組織 と して支援 す る必 要 もあ ることを意 味
して い る。
この ことは、2.大 学教育 の基 本的枠組 み において も
述べた ように、大学 が、教育機関 と して、その教育理念 ・
目標の もとに、学生 の教育 について、社会的な責任 を負 っ
て い る ことか ら も明 らかで あ る。 したが って、FDは 、




に述べた視点か ら考えると、「よい授業」 とは、教育 目
標 に対 して、学生達がどれほどの成果を上げたかという
観点か ら評価 されることになる。ある科目の授業中に展






































が区別 されていないことも多い。 コース ・カタログ(講
義概要)は 、授業科 目の選択に用いる一覧である。それ
に対 して、 シラバスは、履修登録を した、あるいは、 し
ようとしている学生に対 して示す、その授業の設計図で













学生に勉強 させる仕組みである。 シラバスが きちん と機
能するためには、単位制度の実質化が必要不可欠である。
単位(unit)は、授業の1個1個の組み立てをはかる単位




する制度である。 この考え方では、45時間を1単 位 とす
る。 この45時間とは、標準的な学生が学習に要する1週
間分の時間である。すなわち、平 日は1日8時 間の学習
を月～金の5日 間にわたって行い、 また、土曜 日は5時
間の学習をすると考え、計45時間となる。
これを基本 とすると、1学 期 は15週であるので、1学
期の間には15単位分の学習ができることになる。 したがっ




修 という単位で測 ることができる尺度を提供 しているの
である。この 「1単位 は、標準45時間の学修」 という大
原則は、平成3年 に大綱化された 「大学設置基準」 にお
いて も引き継がれている。
しか しなが ら、 この単位制度の問題点 は、その意義が
十分理解 されないままに導入されたことにある。アメ リ
カでは、1時 間の講義に学生は2時 間の準備が課 されて
いるので、1時 間講義を聞いたら、合計3時 間勉強 して
いるのである。また、3単 位科目が標準であり、1学 期
に15単位、つまり5科 目を取 ることが通常である。すな
わち、1日1科 目に集中で きることになる。 これに対 し
て、 日本では1時 間の講義だけを考えて しまい、1学 期
で30単位 も登録できて しまう結果 となっ た。30単位の登
録 を行えば、30単位 ×45時間=1,350時間の学習が必要
となる。 これを1学期間の15週×7日=105日で単純に割





























4.シ ラバ スの向上 について
シラバスの基本 につ いては、すで に述べた通 りで ある。
一般 的 な シラバ ス の意 味 と機能 につい ては、井 下4)を、
また、 シ ラバ スの事 例 につ いて は、森平9)、井下5)を参 照
された い。 こ こで は、看護 学部 にお いて、 シラバ スを充





するものである。 しか しなが ら、 シラバスは、単 に形を







表2に 看護学部 シラバスの改善案を示 した。井下4)を




この案 にしたが ってシラバスの充実を行い、後 に述べ る
学生による授業評価の結果などをふまえ、さらに改善を
図 っていくことが必要である。







① 履修要項 とシラバ スとを別に作成する、
② 履修要項は、従来通 り冊子とす る、
③ シラバスは冊子 とはせず、科 目ごとに印刷する、
④ シラバスは、学生には学年 ごとに必要な もののみ
を年度初めのオ リエ ンテーションで配布 し、教員に
はすべてを配布する、
⑤ シラバスは項 目や記載事項が増えるので、1科 目









































う。学ぶ側の学生の立場 に立 つた授業評価は、FDを 推




























われる2,8,13)。図2に 東海大学の講義評価ア ンケー トを8)、
また、図3に 愛知県立大学の 「授業評価 アンケー ト」を



























して自己申告制 とする。ただし、科 目区分別(専 門関連




授業については、評価 の対象 とは しない。










準偏差、専門関連科 目 ・専門専攻科 目別の平均値 ・標準
偏差等を添付し 、比較ができるよ うにする。図4に 東海





















プメ ントと授業改善の2つ の視点か ら、教育改善の基
本理念について述べた。
3)シ ラバ スの向上 、学生 によ る授業 評価 につ いて は、
　平成13年9月 までの シ ラバ ス向上委 員会 での検討 結果
　 に基 づ いて記述 した。 したが って、 これ らの具体 的 な
　方法 につ いて は、 今後 の検討 過程 にお いて、修正 が施
　 され、 また、 さ らに具体化 され る ことが あ る。
4)シ ラバ スの向上 や学生 に よる授業 評価 を実施 し、教
　育 改善 の実 効 をあげ るには、 それ らを形式 的、手 続 き
　 的に進 め るので はな く、教職 員 ・学 生 の両 者が 、 その
　基 本理念 を十分 に理解 す ることが必 要不可 欠 であ る。
5)本 稿 で示 した シラバ スの向上、学 生 に よる授 業評価
　 は、最終 的 に完成 され た もの ではな い。 したが って、
　平 成14年度以降 、実施 した結果 を適切 に評価 し、 さ ら
　 に改善 をめ ざ した活動 が必 要 であ る。
　　 　　　 　　 　　 7.付 　　 　記
　 シラバ ス向上委 員会 は、 本稿執筆 時点 で ある平 成13年
9月末 まで に2回 の委員 会を開催 した。今 後、平 成13年
12月に第3回 委 員会 を開催 し、 シラバ スの向上 につ いて
の方 針 を確 定 し、 そ の後 さ らに、 学生 によ る授業 評価 に
つ いて具体 的 な検 討 を進 あ る予定 で ある。
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